
審判の日の大いなる兆候（7/7）：最後の大きな兆候
評価:  

説明: 
シリーズ最後の投稿では、審判の日間近に起きる最後の大きな兆候についてが言及されます。これらの兆候
には3つの場所での地滑り、煙霧の発生、西からの日の出、大地の獣の出現、そして人々を特定の地へと追いや
る炎の発生が含まれます。 
項目: 記事 来世 審判の日とその兆候
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3つの場所での地滑り
ハディース（預言者ムハンマドの言葉）の引用で既述されたように、審判の日の大きな兆候の1
つとして、3つの場所で起きる地滑りがあります。それには東で起きるもの、西で起きるも
の、そしてアラビア半島で起きるものがあります。それらの出来事については、あまり詳
しい叙述がされていません。したがって、それに関しては詳しく述べることが限られてい
ます。しかしイブン・ハジャルによる有名なハディース解釈では、地滑りは世界中の各所で頻
繁に起きるものであるゆえ、審判の日の間近に起きる地滑りは、一般的なものと比べて大規
模で熾烈なものとなるとしています1。神が最もよくご存知です。

煙霧
預言者（神の慈悲と祝福あれ）が言及した大きな兆候のうちの1つには、「煙霧」に関するもの
があります。神はクルアーンにおいて、この出来事について触れています。
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ここでも、明確に述べられていること以外には付け加えるべきことはありませんが、預言
者が次のように述べたハディースが存在しています。

“???????????3?????????????????????????????????????????????????????????????????????
??”

西からの日の出
多くのクルアーン注釈者たちによれば、預言者のハディースに基いて、下記の下線が施された節は、復
活の日の直前に起きる、西から日が昇る現象について述べられたものであるとされてい
ます。

“???????????????????????????????????????????????????????
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
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ある真正な伝承では、預言者が西からの日の出について言及した後、この節を朗誦したとされて
います。アル＝ブハーリーは、預言者がこう言ったことを記録しています。

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
????”???????6?158???????

預言者は数々の伝承において、この兆候は、人々がそれらを目にしたときには不信仰・疑念・
拒否の余地が全くなくなるということを、これ以上ない程明確にしています。人がこう
した兆候を経験し、現実にさらされるために、それが試練であるという感覚がなくなるのです。事実、
そのときになると試練は終わっているのであり、個々人は目の前に結果が現れるのを見ることとなる
のです。それゆえ、その時になってから信仰を受け入れることは無意味であり、神によっ
て受け入れられないものとなるのです2。

しかし、それが起きる前に神へと悔悟する機会、そして神の慈悲は常に開かれています。
神の慈悲は偉大ですが、同時に公正でもあり、英知に基づいています。ムスリムは預言者が
次のように言ったことを記録しています。

“??????????????????????????????????????????????????”



西から昇る日は、最も決定的な兆候のうちの1つであり、預言者はこう言っています。

“3?????????????????????????????????????????????????????????3??????????????????????
???????????”3

また、ムスリムは預言者がこう言ったことも記録しています。

“?????4???????????????????????????????????????????????????????????”

そして、次の兆候として大地の獣が現れるのです。

大地の獣
神はクルアーンにおいて述べています。

“????????????????????????????????????????????????????????”??????27?82?

この節では、審判の日間近になると現れる大地の獣が言及されています。

獣が現れると、それは人々を識別して誰が信仰者で誰が不信仰者なのかを宣言します。アフマドは預
言者が次のように言ったことを、記録しています。

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????????????????????

人々を集める炎
これは大きな兆候の中でも、最後に起きるものです。この後、新たな経験と創造が始まるのです
。ムスリムは預言者が10の大きな兆候を述べた後でこう締めくくったことを記録しています。「
最後にはイエメンから炎が燃え立ち、人々を合同の場へと追いやるのです。」この炎の規模
と、その時代に生きている人々が経験するであろう恐怖に関しては、想像に難くありません。こ
の後人類に残されたことは、復活して主への謁見をすることなのです。

最後に



もちろん、なぜ神がこの創造をそのような驚異的な形で幕を閉じさせるのかということは誰にも
分かりません。この創造は実に素晴らしく驚異的なものであるが故に、その終わり方も驚異的である
ことが似つかわしいのかも知れません。いずれにせよ、クルアーンと預言者はそれらの出
来事について述べているため、ムスリムはそれらが将来起きるであろうことを確信して
いるのです。それらの出来事が発生すると、最後の時が確立されます。そして最後の時になると審判
が始まりますが、全人類はもちろん、そのことを既に知っている人々は、いずれ起きる
であろうその時のことを念頭に入れ、準備に取り掛からなければなりません。

Footnotes:

イブン・ハジャル、ファトフ・アル＝バーリー、13巻、84頁。1

クルアーンにおいて見出すことの出来る、この性質に見合った最良の例は、ファラオのものでしょう。彼は自らの死が明白となる
と、信仰を宣言したのです。

2

サヒーフ・ムスリム収録の伝承。3

ここで言われている「最初の兆候」とは、非日常的な兆候のことであり、一般的な兆候ではないと理解されています。言
うまでもなく、それらはダッジャール出現とイエス再臨の後に発生するからです。
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